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《道路舗装補修事業》

会計区分 事業類型 法定受託系

担当係

根拠法令・個別計画

4

都市基盤

8

～

事業番号 243

平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート

都市建設部

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

一般会計 担当課

2

事務事業名 担当部

2

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

円滑に移動できる道路を整備します

平成１２年度以前

道路課

維持係平成３０年度以降

道路

道路法

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

劣化した道路の舗装補修を実施することにより、車両や歩行者の安全で快適な通行を確保

する。

◆２５年度実施内容

・幹線道路は路線毎に計画的な舗装補修を行うとともに、市内一円で発生する小規模な破損に対処

する舗装補修を行い、道路機能を維持した。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

◆２５年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

舗装設計業務委託　　　　　（委託料：　１０，２０２千円）

西洞線　３００ｍ、古雅三丁目１号線　３５０ｍ、小牧駅前線　４５０ｍ、春日井犬山線　３００ｍ、

小針青山線　１７０ｍ、牛屋線　２６０ｍ、その他舗装　 ３，１２５ｍ　　ゾーン３０

【工事内容】

舗装補修補修工事　　　　　　（工事請負費：２２６，０４９千円）

犬山公園小牧線　６７９ｍ、篠岡一丁目１号線　６４５ｍ、西洞線　２２０ｍ

古雅三丁目１号線　３２４ｍ、小牧駅西線　２６８ｍ、春日井犬山線　２８５ｍ

柏森線　１３２ｍ、小針青山線、１７３ｍ、牛屋線　３１０ｍ

その他舗装補修　１３，０８２㎡　小規模舗装補修　１０，６７６㎡

カラ－舗装（部長マニフェスト、ゾーン３０）　１，４４５㎡
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対前年比

費用合計

Ｈ23決算額
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0.78

4,155
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カラ－舗装（部長マニフェスト、ゾーン３０）　１，４４５㎡

◆２６年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

舗装設計業務委託　　　　　（委託料：　９，９００千円）

犬山公園小牧線　２２０ｍ、西洞線　１００ｍ、年上坂１２号線　２７０ｍ

野口桃花台線　２２０ｍ、春日井犬山線　１５０ｍ、岩崎村中線　５００ｍ

その他舗装設　 ２，１１０ｍ　　ゾーン３０

路面性状基礎調査業務委託（１・２級道路、県道降格路線）　１０４km

（委託料：　１９，７００千円）　　（前年度繰越し）

【工事内容】

舗装補修補修工事　　　　　　（工事請負費：２７４，０００千円）

犬山公園小牧線　２２０ｍ、トラックターミナル４号線　３３０ｍ、西洞線　３００ｍ

年上坂１２号線　２７０ｍ、小牧駅前線　１７０ｍ、野口桃花台線　２２０ｍ

春日井犬山線　３００ｍ、岩崎村中線　２５０ｍ、

その他舗装補修　１０，３００㎡　小規模舗装補修　１０，７００㎡

カラ－舗装（Ｈ２５部長マニフェスト、ゾーン３０）　１，１００㎡
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事業実施におけ

る課題

他の占用事業者と連絡を密に行い、舗装工事を同時施工を行うことで、工事費の軽

減を図る。
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達成状況
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住民からの要望や日常の道路パトロールにより確認され、劣化した舗装を計画的に

補修することにより、安全で快適な道路環境の維持が図られている。
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3,145

幹線道路の舗装補修

延長

その他の小規模な舗装

補修面積
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２７年度以降

の改善案

平成２７年度は現状のとおり継続して事業を実施する。平成28年度以降は国策事業

として、国からの補助金を充当し、市負担の事業費を抑えながら、舗装補修修繕計画

を基に補修工事を実施する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

幹線道路について、平成26年度に実施している路面性状基礎調査の結果を基に、舗装補修工

事を社会資本総合交付金を活用し計画的に平成28年度以降に実施する。生活道路について、

中部土地区画整理等の生活道路は劣化が激しいため、計画的に舗装補修を行い、またあわ

せて日常の道路パトロールにより発見した劣化箇所を随時補修することにより、一般交通の通

行の安全を確保していく必要があるため、維持とした。

判定理由

道路舗装の補修は、車両や歩行者の安全で快適な通行を確保する上で不可欠であ

るため、事業の廃止を行えば道路環境の悪化につながることになると考える。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

維　持

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

幹線道路について、平成２６年度に国策事業として、道路ストック総点検の路面性状

基礎調査を実施しており、その結果を基に舗装補修修繕計画を策定をする。なお、工

事については平成28年度から社会資本総合交付金を活用しながら、実施していく。
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次次次次

評評評評
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一次評価のとおり。


